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昭和1 27 1， 1三 7 )j I乙 p 北海道防孫杯研究会の委嘱により ， II;J会の海霧防 11二のための共同研究の

一部として， 森t*のイjミヂEがよ也一去附近の海私のiit に どのように)~響ずるかを日J，~べてみた。 ただ

し，現実休についての ìJli!xlLは極々の囚英jJがともなうので，秘主主1昭和問村宇砕石海岸i亡雛7杉村、

を一時的に41成して，とれに よって海謡が減少する科皮および範囲を夕、Hる目的で，地表泣く の

海霧の量のおIt71予林附近l乙沿けるノ'K+-的分イlî を，比較的長時川の千上~JMLから求めてみた。森林に

よる霧の捕捉については， 岐に実験的ゐよび:'JÆ論的liJf究がfíD: k 発表されているがり， われわれ

の測定では p ぷI~担な九日也に孤立したt~it;形i*i市のtTI\~下 f!1U に ~;II 当広範囲の浮J;j{引成少区域を生すると

とが認められたので，との }，'J，からおIt形林による悔霧のおIì犯について少しく考察してみた。

測定実施に際して多大の例l援助を受けた帯広営林局 ・ ~W伝営林若 ・ 落石Zjï.業所 ・ 北海道庁保

室支庁， 沿よび羽山Lのとりまとめに当って御指導と御lI)J;i-とを]買いた防災部長荻原貞夫博士 ・

気家災害科長山手引制英技'，.... .東京教育大学玉千三葉寿教岐に感謝の意を表わす次第でまJ る。

雛形林の構成

雛形i*を也成した場)Wは，泌!白[日約 40m の断ilil乙 1m まれたI'I lJlの上でp31丈 30 cm jJíj{支の

千坦な草地であった。

哲It形林の材料はトドマツと アカエゾマツの柏で，全f-<': 2 . 5m，相冠の拡大直径 1. 2m前後，

樹iiiTの最下端の也径 5cm 前後，その上部 50cm ま での1交をはらって樹幹を地中 l乙t'Ti し込み

直立させた。

林木の配世は，樹11作 1 1 \j陥1. 5m の正三JfJ7Fb 千g型としたので ， 列II rJ l1\J隔は1. 3m となっ

た。

林の延長は 40.5m ， ijl日は 13m (1 1列)， HJ高 2m の一斉林で p 松下高は 0111 ， 全林木の

約 70% がトドマツであった。その様相は写民 i亡示すとおりであるω

司防災部気象災害科気象および風害研究室
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測定 装置と方法

海霧の景の以1.!j_Cには北海道大学低淵科学『臼「究Ji)î製作の霧i'J\ i'IT ft 卜 7 台 tと，また風速の江llj定には

ロピンソンj武力計 7 台にそれぞれ電接回数自記器をつけて使川した。 別に風信者浮 1 台をJtJ い て

風向を自記させた。

との~~~7}(景1\-1 -1ま p 直径 0. 12mm . 1三さ 15cm の ヱナメル銅線を約 1 mm の間隔で p 直径

12cm の円筒状~L 1;;::るよう垂直に張り， とれを謡粒捕捉部として下i亡漏ヱ|状の受け器をつけて

ある ‘ したがって p 各々の針金縦秘l乙捕捉された諮粒は針金を伝わって流下し，受け器の下端

から滴下するようになっている 2)。

jWllJ，の位世は ， 林の延長の rI ' 央に たいて林に直交する市JíU-.で ， ，1*緩くから樹高の整数11fJ) k' l主主!i'

の地点とした。

1j'i丈が11ヰJ 30cm 程度であるととを考慮して， 計総支持台の地 卜高を 40cm と し ， !型立

上向 じ台の上l亡霧水量計と風j元一lーとをイ)[:置したため， 霧水量三 lーは~æ粒tJ!ì捉部の ιl'央の:Lî!U二高が

58cm (強) ， J![~力三 i は風杯 rl _'心の地上高が 70cm となったが，との不一致は無視して取 り扱

った。

治1:11与の量の iJll!jとは J iî十探 l亡 布111足 されて滴下する霧7]'(を容締i亡交けて， 1 fI寺 Ij日ごとにその量を

メスシリンダ ー でf\ 1った。捕捉された霧7J，の査から計探を通過した益気中の t{fi1;多の量を算出す

る に当って， 風速に対する計器の霧位布IJ捉率は ， 製作者が室内実験から求めた実験式を ){J い

たJ)。 と の場合，風速は風ブJ1十の自記記録の対応する 1 時Ji llの全風程から平均位を求めて仰い

た。

測定l亡 当つては休の風一[-.1mJの樹高 10 供点から風下側の樹高 20 1)'{.，，~i. ま での範囲で ， 7 箇

月?の ìJlIJli.fc fJ#i圧を配置し同時jJjIIJtを行って，釦旬例本附近の地表に近い益気 ，-[，の 1tþ霧の量の水平

的分ギ/î を求めた。

測定結果と その考察

とと K 昨:り J-_げた測定紅f:!.1~は， 7 n 26 日 6 ~16 時の il\J Iと得られたもので， と の問の風向

は WSW~W で ， tìl切手林の延長l亡直角な方向 (WSW) からの{，品りが 22 .5 度以内でb 札

きた-'j'-均風jill も 3~4 m!sec の範聞であったので，とれら のj~~はいす"れも無視して ， 各回の測

定が風向・風速についてはすべて条件が同等であると見なし， さらに雛形林の延長が 40 . 5m

である点を考慮 して p 結よ~を 2 次元的に取り扱った。

海霧の量は ， 各jJlI!点の地上 0.6111 r幻近の空気 1 m3 ~I-'Iて合まれる霧粒を集めて 7]'( とした場

合の丑に換算 して表わしp とれを 7長水量'と名づけ ， その 1 時11 11の平均値を月]いた。

おm~lヲ林の)jlll上樹高 10 佑点の務71，主主f よぴ風速は，事実上林のイ了在K影響され左いとみて，
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Fig. Distribution of Fog Water Contents and Wind Velocities 

at acout 0.6 m acove the GrOLmd n巴ar a Model Sheltercelt. 

Table Fog Water Contents at the Distance of 10 h (h=Tree Height. 2 m) 

Time 

hm  hm  

6 10~ 7 10 

7 10~ 8 10 

8 10~ 9 10 

12 C こ ~IJ 00 

13 OO~ 14 00 

14 00~15 00 

15 C コ~16 00 

on the Windward Side of Model Sheltercelt. 

lFog W江町 content (g川 I Wind 
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とのÍJl'c を j主qí~ として他の i !ll!.'.'.i.の f!l'~を比のJI';で火わすと図のとゐけとなる。また ;1!~q~ ， I.\Î，にゐける

議;]\ !i{ーと瓜!日・)兵UiliはJミに示して世 c

図から lリj らかなと 3去し :j完成711ーは旬1f)1'~林~f・jjZに;fw' r..、て風迎と大 fイ，-'I，.j}して変化し，しかもそ

の減少の程度と組副とは瓜辿の場合よりも大きく，風下凶高 20 H/î.1二j'_;-いても J凶l'点のf症の

70% 程度を示している。雛形林が存在しなし、場介は， 霧7]\ :jtヵ:会ìl1l!定区域にわたって一様で、

あったものとすれば、，林の:[(.在がよU去;丘くの議7.1' T!{: Iこむよ iざす影響はきわめて顕汗であると忠

われる。ただし風下位j高 3 位台よび、 5 f;}点の謡ぷ:Etが零で、 3うるのは，計誌の計金に布IH足された

霧粒が流下して受け持まで到，ì工ーするほどにならなかったためで.との附近に霧1'!ziJ ~存/f しなか

ったととを立l引とするものではない。

一般に，移Nt;診の ií~敢については，日射によって暖められた氾去からの熱の伝注による霧粒

の蒸発，地支耐と地上の障時物とによる霧粒のあiì捉，重力による謀、位の白;:{:落下，霧の上続か
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らの才!~拡 !Jt::;S~， H: 々の機j:{1\ が与えられるが， J恒夫I:f.j泣では後の 2 H$:1'i，\'による jj'rll文効J.I~は小さい

と巧えられている。したがって，森林が'援にゐよぽずお携としてはタ林のイ1主主による大気乱1jit

の発J止がii'.\!ÚJJ拡 Jj土を土i!?大して浮1:なのJ本木と地夫ñ'ri とによるおIH足を府力11する効月~，ゐよびとの乱

流によってよ也J<n'IÎからの熱の伝j土:が滑大して霧車、tの己主発が促進される効県がiはもたきいとさ 1 1.

ょうれ。

ー 1'，の iJ1lJ~ ，Í\/f!.l~のうち， 12~14 昨の記録は林の ;f引;けt1îtJ(効*以タiーの作川の影響が大きく現わ

れたものとιわれるので，とのIi\lの 'ìWj'，ど他を除外し， 1;'J'Jタの以I!~古川Lを 1:速のば効県の綜合さ

れたものと〆与え p 却fUIラ材、による 1rHiMtliJ'/(予:の脱皮をJf[);;i: してみよう ω

合弁 ， j:山、一 1'， 0.6111 附近で、IW Il'ri lm~ の風 II~J I 乙 '1'-行な主気 11千を)-)ぇ， _l二J)i!lIJJ.ëの ~1'-J~JfJ立を川

いて任立の ff与刻にむけるとの 11 1の W{.;)'}ICについて刷時の;ょl， 'i: りをと i了うと，おH)fS~H.:).!ll\.下林禄から

位J~::j 20 1 1'\'，'，'i. までの1む 11日 lÄJで 8 g l'\i 1立の;，}芳ノ'}，設ヵ:犬わ~1.ているととになる。 材、のイ({，:しない

JA合は， líiJ じ山気h+111 に 12 g t'r{兵力採ノkが(((1:していたものとはもitられるととから p その

70% 近くが首位Jlq:i'.乃 1;0半年によって泊グとしたととになろう。

話ノ'J\.)ftの Ifr~ 1li分子lîは，かつてお1111:; ゃI~f次世泣くに公いて実測された 1 例によれば，地 1-:二 6m か

ら1.5m ま

J上1では与治主になるものと=巧十行57一ええら iれLてし、る 5九)~。 しカか込しP と Jのコ iお減h成主ル〈少少主率千存3はびと続きの j出ι}議宝 lに乙 1ゐ去いても i呉主

なるととがニ予予担さ iれ1.(i) ，りP :引1: ，\'1に乙 I地u也1，_リ1: 2m までで、Jのコ 1祁屯 11闘Jj苅|は1の分4布iは不利!川lり川j川jでで.志必〉るのでで、 P との i高:下日弓~:当~:j さまでの

与湯星/水k肘7力i?れ心fつコ〉ア一J千，

i白!l'(吃を〆ととの J千[ド〈叩μ均JÜ町仙f山[にイ代tJ川川lリj して も， ポ蒜和!止応;乙1林{十、

かえな Lい、でで、 4必i)うろう。

そとで， ;f，*~帥11iの小さいことから， i，jfí)IJ~:，I，によって地上 2m まで、の浮t立が影響を交けるも

のと似店すれば7) ，;接点社 O.313gim~ の jん羽が瓜辿 3 .4 m!sec の風に来って林i乙近づく!斗合

は， 林の千/-(lーによる ihFi!;;ihルレナ止は， 上の十f[;í訂正凶込ら!J":林守?に対して 111.'F 1: \l当り 2COkg の松lえ

となり，とれを部flJlラ林の林木 1 本当りのfIi: に if~~:\~すると 0.7 kg ，WJitであ1) ，さらにとれを林

刊の間千1'[~-.よび弁1**の t:Hiti1立)X;/l~1仏II当りの降!j，:lTI:とみれば，それぞれ 1 時!!日当り O .4 mm ゐ

よぴ、 0.6mm Hil交となる。

との Ll1で樹冠と組幹とによって直接tm捉されて地表に流下した量の 1 11 める割合は尚単には推

定できないがp 以上の推算にむいては p 風下側で林縁から遠ざかるにつれて上居からの拡散に

よって霧水量が増)JIIするととを無視している上に，海霧 .1:1の湿度の大きいとと p 朝夕は地支か

らの熱拡散による霧粒の蒸発が少くなるとと，千主'iな草地が拡散だけによって捕捉する霧水の

量は毎時 0.02mm 程度と見積られているが3)，自主JIJ1*の}!E\， -1マ側では風上側に較べて主主の訪れ

方が少し特に林縁近くは草地が乾燥に近い状起を示していたととから，林の影響によって風

lサlÙの平)jjfによる霧粒捕捉の増加する程!之は比政的少いと忠われること p ゐよび雛形林で主主j;奈
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に :i'!ß. ~~ií: ~討dHi.lしてい 7このは J.iJiLH!liJ から ~n6 列までの林-1-:であるのが在日黙されたとと与を汚l註

すれば、， iffJ'五の会i成少Hc'I' -j:þf-:にあIì犯されてidt ドした-[，その ~/:IJ合l土利 l 当大きいと)5'えられ， トーの

~J !I !JLの JlJ介i乙 F 謀者。:の tdìtノ，t_iこ[I'H妥協!与した林水 1 本当りの l /1Nll \Jの idlth.'. -fl{: は， idìJi.l 4fIJコえきい

林縁木ととれの小さい林!竹本とを--'1'-.[りして 1 kg(必JÍt:t投影 ú'lîf'J'f当りの昨ノ'l'dk としては O.9ml引

に泣い1n'cになったのではないかと J限定される。とのJ斗イ干の出湯は担':']:1 まで 24 11主 1 ';J.L:.U二も継続

したので，この川のidlt足せはお((11あH~内の休縁j!.iくでは 20mm 以 i二の i;年ノ'k となったで、あろうと

，Uわれる。

との世は，存ノk世とその ffi:白分布・!援の位径分干li . )瓜辺とその主山か“・組組・制形・樹高

等によって勿論変化するから， _I二Jコキlff県をそのまま現実の森林の場合ILi1(\川するととは危険で

あるが， 1五の発~lミの多い夜Il\Jゐよぴ1m タ iこは，現実の林水が浮を布n捉してとれをよ乱i二に流下さ

せる吐が1'1 1当多::tで、あるととは，とのが;月lから1ft慢できるであろう。実際に ， ).:fì ケぱ IIJI)立で

訪日i約 7m のモミ林I^J外の降水荒の j[ilJえから pmJ拡をともなった昨[:I:jで林外降;Jdlt 100mm 

のJL}介に，林木の接的J足による林!人j降次元:のJVr)J11が 40mm と:J ft定された '9:jがあり!)にまた国

外でも Orεョon )fJ;;':1 こ ;i_[iい 85 /'I:~Iミの sn-~~悩休で， 議のおiHJtによる材、lへj降;1，X:の明力11がJ本外

7rその 44.G% となった(ylJ も、Hz汗されてし・る 10) 。

したがって， IC;i地の多'必I陛;i{7にある:j1~休の氷山;[ì~J;Î?n~iÍ'5Jコ -1 /，1 子として ， xIMÆ:の iUdì捉作川

をうと世 (I"J に J515ずる必要があると )J.i\ìわれる。
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R駸um� 

On a grassland at the coastal fog belt in Hokkaido, we built a model 

8h巴ltεrbelt of white fir and Sakhalin spruce 2 m high with a width of 13 m and 

investigated the distribution of fog water contents in the neighbourhood of this 

belt. It was estimated from our results that fog water, captured down to the 

ground by model trees, would amount to about 1 mm per hour near the windward 

edge of belt under the condition that fog water content and wind velocity in the 

open averaged O.3g/m3 and 3.4m/sec respectively. This effect, accordingly, 

should be considered as a factor in connection w咜h the headwater conservation 

funct卲n of forests 匤 upland regions frequented by ﾎogs. 
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